
１．緒 言

健康づくりのための身体活動の実施やそれを目的とするプログラムへの参

加に活かすために心理学が活用され、身体活動と心理的要因に関する研究が

行われている。ヒトが購買行動に至るプロセスには、Attention、Interest、

Desire、Memory、および Actionがあるとする AIDMA理論の活用や、行動

科学理論の一つである健康信念モデルでは、外部からのきっかけが行動決定

要因の一つと想定されている1)。またヒトの行動は第三者などに影響を強く

うけることから、重要な他者は行動開始のための主な要因となる。行動決定

については、その促進要因と阻害要因を分析する研究2)や消費者のニーズか

らスタートする購買意思決定プロセスがあるとする3)理論など多種多様であ

る。実際にヒトの行動決定には当人個人の因子だけではなく、生活環境やそ

のプログラムに対する理解度の大小とその導入タイミングなどが絡みあって

いると考えられる。そこで、行動決定のための最も基本となる条件として、

①ヒトが移動の際に主な判断材料にする基準を目的地までの距離、或いは時

間のどちらにおいているのか、②何をその主な移動手段としているかを調査

することとした。

本研究の目的は、女性が行動を起こす決め手となる因子の特定を目指して、

体力があるかどうかの自覚を確認したうえで行動決定のための初期因子とし

て目的地までの距離なのか時間なのか、およびその移動手段の関係を検討す

ることである。
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２．研究方法

（１） 対 象

医療系の専門学校に通う女子学生３６人を対象とした。対象者の年齢、身長、

体重、および BMIの平均値±標準偏差値は、それぞれ１８．３±０．６歳、１５７．６±

４．６cm、５０．５±４．８kg、２０．３±１．５であった。

（２） 研究方法

質問紙により、体力の自覚として「体力」があると自覚しているかどうか、

行動を起こす際の移動手段は基本的に「徒歩」、「車」、「自転車」のいずれか、

また目的地までの「距離」か「時間」のどちらで判断しているかを調査した。

これらの判断基準と、運動歴との関係を検討した。

３．結 果

移動手段において、行動判断基準が「徒歩」である者は１２人、「車」は１１

人、「自転車」は１３人であった。

また、行動判断基準を目的地までの「距離」としている者は４人、「時間」

は３２人だった。この「距離」の平均値は２，１６７±１，６０７m、「時間」は４８±３１

分だった。

移動手段別には、「徒歩」とした者の目的地までの行動判断基準が「距離」

としたのは１人（１，０００m）、「時間」は１１人（６０±３２分）であった。移動手

段別を、「車」とした者の目的地までの行動判断基準が「距離」としたのは

２人（４，０００mと県内）、「時間」は９人（３９±２７分）であった。移動手段別

を、「自転車」とした者の目的地までの行動判断基準が「距離」としたのは

１人（１，５００m）、「時間」は１２人（４５±３２分）であった。

対象者の内、体力に関する自覚として、「体力に自信」「あり」が１１人、

「なし」が２５人だった（図１）。体力があると自覚している者の内、移動手
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図１ 体力に自信があるか 図２ 移動手段が徒歩の者の体力に
自信があるかの自覚

図３ 移動手段が車の者の体力に
自信があるかの自覚

図４ 移動手段が自転車の者の体力
に自信があるかの自覚

図５ 移動決定因子が時間の者の体力
に自信があるかの自覚
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段が「徒歩」は７人（図２）、「車」は１人、「自転車」は５人であった。移

動手段を「車」とした者の「体力に自信」が「ある」は１人、「ない」は１０

人であった（図３）。移動手段を「自転車」とした者の「体力に自信」が「あ

る」は５人、「ない」は８人であった（図４）。

行動判断基準を「時間」とした者の「体力に自信」が「ある」は１１人、「な

い」と答えた者は２１人であった（図５）。

過去に運動歴を要するものは、全員であった。

４．考 察

本テーマは、ヒトが何らかのプログラムに参加する時の判断基準を特定す

ることを目指して企画した。

住民は、各自の世帯から施設などで実施される各種の企画（習い事、イベ

ント、トレーニング）に参加する際に何をその行動決定のための判断基準に

しているかを、目的地までの「時間」と「距離」に分け、さらに主な移動手

段として「徒歩」、「車」、「自転車」の選択肢を設けて検討した。

ヒトの行動決定についてその促進要因と阻害要因を分析する研究が行われ

ている。スポーツに対するニーズは、マズローの欲求階層に重ね合わせるこ

とができる。これは、生理的欲求・安全の欲求・社会的欲求・尊厳欲求・自

己実現欲求の順に５つの階層となっている4)。徳永らはスポーツ行動の予測

モデルを構築し、それがスポーツの実施の有無やスポーツクラブ所属の予測

と説明に有効であることを検証した5)。ヒトの行動決定要因は、一言で語れ

ない。しかし本研究では、あえてそもそもどうなのかを明らかにするために、

目的地までの行動判断因子として「距離」と「時間」を軸に検討した。女性

を対象とした本研究結果は、行動決定には「距離」よりも「時間」を基準に

している者が８９％と多かった。その時間は１時間に満たなかった。通勤時間

にみられるように関東圏に在住する者は地方居住者に比べ通勤時間が長い。

対象者は地方に在住しており本結果は、これを裏付けるものといえよう。
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Giles Cortiらは、客観的指標を用いて評価した環境要因と身体活動量とは近

隣の施設への距離と住民の身体活動量とが部分的に関連することを示唆し

た6)。充分な裏付けはないが、行動を決定づけるのを「距離」とするには、

距離感に馴染んでいる必要があるが、これと比較して「時間」はわが国にお

いてきちんと活用されている因子であり、このことが本結果の要因となった

と考えられる。

Saelensらは、移動のためのウォーキングは、居住密度、非居住地域まで

の距離、土地利用の多様性と関連性が認められることを報告した7)。また自

動車の保有の有無として Kamadaらは、山村部の中年女性を対象に自動車を

運転していない集団では、バスサービスの利便性が高い者の方が、身体活動

を実施している傾向があり、自動車を運転している集団ではその関連性はな

いと報告している8)。De Geusらは、職場から１０km圏内に居住するベルギー

人を対象に、心理社会的要因に加えて職場における自転車施設の有無が移動

のための自転車利用に関連していると報告している9)。わが国では、行政区

の単位で公民館などの行政施設が設置されている。この様な公共施設の他に

も民間のスポーツクラブなどの運動施設がある。また全国的に道路の整備は

進んでいると考えられる。本研究における対象者は、全員が自動車を所持し

ているとはいい難く運転歴もさほど長くないと考えられる。このため移動手

段を「車」とした者が少なかったと考えられる。

対象者の性差や年齢10)、人種11)、社会的状況などにより影響する環境要因

は大幅に異なるといわれている12)。また肥満度との関係もみられる13)。

家庭婦人を対象としたスポーツ教室の参加者は、過去においてその種目

のクラブ経験者が多く、経験のない者は極めて少なかったことを報告して

いる14)。本研究では、肥満度は確認していないが、同年齢の日本人で同じ

医療系の国家資格を目指す環境下のものを対象としたことで条件を統一し

た。

運動療法では、目的に応じた身体活動によりその成果が認められるが、効

果を得た後に身体活動を中止すると得られた効果を喪失することが分ってい
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る15,16)。しかし、その普及策（施策）は国内において苦戦しており目標を達

成できないでいる。行動実施を決める基準には性差が見込まれるため、さら

にその特性を交えてヒトの行動実行とその後の継続に関連する要因を特定し

ていくことは、ビジネスとしての健康づくりマネジメントに通じ、そのこと

を介して正しい理論の裏付けとともなった身体活動の普及に貢献していき

たい。
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